
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活用ガイド 

 

 

■準備物 

□ホワイトボードとマーカー 

□椅子（人数分）…机は使いません 

□デジタルカメラ（記録用） 

□前回の板書記録の写真（２回目以降） 

□つながりマップ（２回目以降） 

■チーム支援シート 

□エピソードシート（担任が事前に記入） 

□ケース会議進行表（進行係用シナリオ） 

□ボードシート（メモ用）…必要に応じて 

■各自持参 

□筆記用具 

□クリップボード 

事前に準備するもの 

チームで支援！３０分でできる！ 

 

役割分担 進行係（１名）、記録係（１名）、参加者（複数） 

ケース会議の進め方 

 

 

 

・担任は【エピソードシート】を記入

します。 

 

・進行係は記入された【エピソードシ

ート】を参加者人数分コピーして配

布します。 

 

・このケース会議は、原則、設定され

た時間に合わせて進行します。 

 

・限られた時間で有意義な情報共有を

はかるために、以下のような「話し

合いのやくそく」を提示する方法も

あります。 

事 前 

 

話し合いのやくそく（例） 

・思いついたことは口に出そう 

・全員が発言しよう 

・これまでのこと、できなかった

ことについて非難しない 

・時間が来たら次の手順へ 

 

・エピソードプロセスは、実践されたみなさんと共に 

開発を続け、感想やご意見を基に改善していきます。 

 

・ファイルは、富山県総合教育センターHP で最新版を 

入手できます。   http://center.tym.ed.jp 

 

・みなさんの実践のアイディアをお寄せください。 

 

・学校支援訪問研修会等で ep の活用についての研修を

行うことができます。 

 

・詳しくは、富山県総合教育センター教育相談部まで 

お問い合わせください。   076-444-6166 

使ってみた感想や意見をお聞かせください 

 

 

 

・進行係は、進行表に記載の【進行の

せりふ】を読み上げていきます。 

 

・参加者は、一問一答方式でどんどん

発言するようにします。 

 

・記録係は、ホワイトボードに参加者

の意見を書いていきます。 

 

・提示されたエピソードをもとに、児

童生徒の心情に寄り添い、想像しま

す。本人になりきり、本人の言葉で

表現してみましょう。 

 

・見立ては実践のための仮説ですの

で、できるだけ多くの可能性を検討

する気持ちで発言しましょう。 

会 議 中 
 

 

 

・ の板書を

で撮影したものを記録とします。 

 

・次回の予定を大まかに設定します。

継続的にケース会議を進めること

で、子ども理解が深まり、教員同士

のチーム力が高まります。 

 

・ケース会議での話し合いをもとに、

その児童生徒の援助者との関係や

リソース（援助資源）を整理してみ

るのもいいかもしれません。（つな

がりマップの活用については裏面

をご覧ください） 

 

・ケース会議の感想を積極的に共有す

ることも、今後のチーム支援によい

影響を与えます。 

 

・進行表は一つのモデルです。学校や

子どもの実態に合わせて作り替え

ても構いません。 

事 後 

１ ２ 
６ ５ 

３ 
４ 
８ 

７ 

その①（初回用）とその②（２回目以降用）があります 

せりふ通りに読み上げてください 

進行係 

 

会議中 【場の設定】 
発言者ではなく、 

に書かれた情報に 

集中する形 

 

記録係 

ホワイトボード 

 

※刑事ドラマで 

みんなホワイトボードの前に立って 

いろいろ考えるでしょ。アレですアレ^_^ 

【進行表】をそのまま読む 

本人主体で進められる仕掛け済

みですので、せりふ通りやって

みてください。 

タイムキーパー役もお願いしま

す。 

進行係 

話し合いのやくそく 

・否定しない 

・「ムリ」と言わない 

・必ずしゃべる など 

→安心な場づくり 

参加者の当事者意識は大事です 

参加者は○○さんの支援者という

同じ立場で並んでいます。 

会議中 【記録】 

○○さん 第１回ケース会議 □月△日 

 

実名で書こう 

主役の名前です。 

大切に書きましょうね。 

見やすさは二の次 

スピードが命。少々汚くても乱れていてもOK 

とにかく書く！全部書く！情報は宝物 

会議を空中戦にしないこと 

・言葉遊びにしない 

・記録しやすい端的な言葉を選ぶ 

→本質が見えてくる 

会議の記録 

板書をそのままデジカメで撮影。効率よく情報を共有！ 

児童生徒の心情は本人の言葉で 

イメージはまんがのふきだし。方言大歓迎！ 

参加者の達成感 

会議が終わるころには、ホワイトボードが 

ぎっしりうまっているはずです。その達成感

が次への意欲につながります 

誰でも記録係 

場数をふんでうまくなります。 

力を合わせてやってみよう！！ 

事前に準備     【エピソードシート】 

３つのエピソードを記録し、心情を想像します 

想像は仮説にすぎませんが見立ての基になります 

担 任 

 

担任の感じ方 

から始める 

心情に 

寄り添った 

児童生徒理解 

資料作成の 

負担が少ない 

会議中     【ケース会議進行表】 



Episode Process 「イーピー」と呼んでください 

エピソードプロセスは、気になるエピソードを基に、児童生徒の行動の要因や心情を捉え

て困難の状況を見立て、できていることやもてているものを活かした具体的な手立てにつ

いて、約30分間で検討する構成的なケース会議の仕組みです。 

チーム力の向上、児童生徒の見方や関わり方、支援の継続等、学校におけるチームによる

支援体制づくりによい影響があることが明らかになっています。 

どの先生にもわかりやすく、どの学校でも使いやすい 

チームによる支援を促進させるケース会議 

⇒ 会議の時間が短い。（約30分間の構成） 

⇒ 会議資料の負担が少ない。（気になるエピソード等をさっと書くだけ） 

⇒ 会議の手順がはっきりしていて、ケース会議の目標に届きやすい。（シナリ
オ形式） 

⇒ 見立てを基に手立てへと対応が広がる。（見立てから手立てへの段階的な
展開） 

⇒ 担任ばかりが責められない。（ホワイトボードを正面にした話し合いの場面
設定） 

⇒ ケース会議を通して児童生徒理解が深まる。（心情の想像や援助資源の理
解と活用） 

⇒ 担任ではなく、児童生徒の困難に着目しやすい話し合い。（ホワイトボードを
中心として半円形に座る会議形式） 

⇒ 情報と検討過程がよく見渡せて、共有し、集積しやすい。（ホワイ
トボード等への板書を画像で記録） 

エピソードプロセスの特徴         ケース会議のしんどさを解消し、担任を励ます設計 

エピソードプロセスの仕組み                 30分間でできるケース会議の手順 

ケース会議を5つの手順で構成し、見立てから手立てへとつなぎます。 

ケース会議の資料には、エピソードシートを使います。2回目以降は、前までのホ

ワイトボードの画像記録も参考にします。 

できていることやもてて

いるものを出し合って

支援につなげましょう 

進行役 

児童生徒になりきって、 

考えや気持ちを想像します。 

進行役は進行表の台詞を読み上げます。 

担任が気になるエピソードを手がかりにします。 

エピソード 

それぞれが当事者として自分にできそうなことを考えます。 

エピソードプロセス活用のための「チーム支援シート」                                         具体的なワークシートを作成し提供 

チームによる支援とは                

困難な状況にある児童生徒への対応として、本人や

家族、複数の教職員や専門スタッフ（SC,SSW等）、

関係機関等の援助者が連携して、児童生徒について

の情報を収集しながら支援方針を共有し、援助活動

を行うこと。 

チームとは、相互につながりが

あって、方向性がある協働的・機

能的な集団 

 

epを用いてケース会議の仕組みを整えることで、学校

がこれまで取り組んできたやり方と合わせて、深い児童

生徒理解に基づき、見立てと手立てを展開する学校

ごとの特色あるかたちが生まれることが期待されます。 

エピソードシート 

ケース会議進行表 

担任が児童生徒の気になるエピソードと

心情について担任なりの捉え方を書きま

す。手書き推奨。ケース会議毎に書きます。 

その1は初回で使います。分かる範囲で、家

族関係の情報が入ります。 

その2は2回目以降に使います。 

ケース会議は進行表で進めます。進行役

は、台詞を読み、時間にできるだけ忠実に

展開します。 

やり方に慣れるまでは、できるだけそのまま

読み上げましょう。 

その1は初回。その2では取組を評価し、見

直すように構成しています。 

記録等をもとに、児童生徒のできていることやもてているも

の、援助者や援助資源とのつながりを円や線を使って関係

図に表します。児童生徒への支援には、本人のできている

ことやもてているもの、支援の中でうまくいったことやそうで

なかったことを援助資源（リソース）として活かすことが必

要です。 つながりマップ 

会議の記録は、検討の過程を可視化し、共有するため

に、記録者が板書します。それをそのまま画像にして、記

録として継続します。うまくいかないときに、前に出てき

ていたことを振り返ることで打開策につながることもあり

そうです。 
記録はデジカメ 

板書の構成と同じフォーマットのボードシー

トがあります。板書の項目のシートがあるの

で、マグネットシートにすると便利です。 

＊ ケース会議には時間がかかる。 

＊ 資料の準備が大変。 

＊ ケース会議のたびに担任の負担が増える（気がする）。 

＊ 担任ばかりが責められる。 

＊ いろいろ話しているだけでまとまらない。 

＊ 自由に話すと言いながら、何をどう話していいか分からない。 

＊ 誰も話さないのでいたたまれないことがある。 

＊ 発言したのに、自分のやり方を責められる。 

＊ 何をどうしていいのか決まらないまま終わってしまう。 

＊ 児童生徒が何に困っているのか見立てがないのに、対応だけ話し合う。 

＊ 決めた対応でいいのか、不安が残ったまま。 

＊ 声の大きい人、発言の影響力の強い人にもってかれる。 

＊ 担当じゃないのにケース会議に混ぜられたと思っている人がいる。 

＊ ケース会議で話し合ったことが何だったかはっきりしなくて支援が続かな
い。 

ケース会議によくありがちなしんどさ 
ケース会議

かあ・・ 

その1 その2 

なんとかいい

感じで・・ 

気になったら 
３０分でケース会議 

担任 

可視化 

つらいな 

もくもく 

担任 

教職員や専門スタッフ 

ケース会議の手順 

気になってい

るのは・・・ 

関係性 

その1 

家族図 

変化 

その2 

評価 


